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ＥＡ９９３ＢＣ－３０
（油圧ジャッキ）

サドルは丸型でネジに
よる調整可能

ベースは斜形
ポンプ部は狭い場所でも動かせるよ
うデザインされています。ジャッキを
車の下に押し込んだ後でハンドルを
差し込む事ができます。

使用温度 －２０℃～７０℃

過負荷に対する安全弁付

油圧オイル
ISO VG VG32
使用



調整スピンドルの説明

ＥＡ９９３ＢＣ－２～３０（ＥＡ９９３ＢＣ－２、－３．５、－５は斜形ﾍﾞｰｽではありません）
ＥＡ９９３ＢＢ－１５

隙間

●ジャッキアップの際、ジャッキと車体の間に
   隙間ができる場合、調整スピンドルで、
   隙間を事前に調整する事ができます。

調整スピンドル（ネジ式）

●調整スピンドルによりジャッキと車体との
   隙間を無くす事で車体を持ち上げる際、
   ジャッキのストロークを十分得る事が
   できます。



斜形ベースの説明

●パンク修理などで重い車体をジャッキで上げ下げする際、
   ジャッキは交換するタイヤ側にセットされます。

平面な土台を持つ一般的なジャッキの負荷

ベースが平面のジャッキは車体を高く上げるほどジャッキの
受けと車体との接触面積が狭くなり、不安定で危険なばかりか
ジャッキのシリンンダーに偏って負担がかかる為、摩耗などが
発生し本体の寿命も短くなります。

ジャッキには土台が平行のため
負荷が弧状にかかってしまいます。

地面

斜形ベースへの負荷のかかり方。

斜形ベースの場合、車体を高く上げるとジャッキが荷重方向と
同じ方向に傾き、ジャッキの受けと車体との接触面積が変らず、
ジャッキへの負担が平均化するので安全性が高く、本体が
長持ちします。

地面
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